
 

分析
２学期は実習があり、話し合いや発表の活動がとれなかった。しかし、個々に近くの生徒同士で教え合いながらの活
動は見られた。時数が少ない中、よく取り組んでいた。

H３０年度　第２学期　生徒授業評価アンケートより

分析
2学期はほとんどが実習であるが、毎時間最初に数分話し合い活動を入れてみた。徹底できていない面があるので
やり方に課題があると感じた。実習に関してはお互いに声をかけながら取り組み、よく頑張っていた。

分析
2学期はほとんどが実習であり、話し合いや発表の活動がとれなかった。しかし、個々に近くの生徒同士で教え合いな
がらの活動は見られた。実習は時間内に完成させるように各自よく頑張っていた。

学習指導に関する現状と課題（二学期・生徒による授業評価アンケートより）

教科 技術 重点目標
①生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得させる。
②進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。
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板書は見やすく工夫されている

説明の声の大きさは適切である

話し合いの活動を取り入れている。

授業にきちんと取り組む雰囲気をつくっている

教材や指導方法が工夫されている

１年 技術

あてはまる ほぼあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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